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スマホから文学へ

ゲーム・マンガを通じて

全集を読む若い世代

(大久保友博[ゆう])



大久保友博（PN:大久保ゆう）

［青空文庫・本の未来基金］

専攻：翻訳文化史［京都橘大学］

フリーランス翻訳家

（1998年［高１］から青空文庫に参加）

自己紹介



1997年創設の

ボランティア主体の

デジタルアーカイヴ

15000作の電子テクスト

（パブリックドメイン含む）

「本を電子化して誰でも読めるようにしておくと

面白い」→「青空という自由な本棚に集める」

cf. 家庭文庫・開放文庫・巡回文庫

青空文庫とは



生まれる新しい作品

文豪【擬人化】ブーム？！

 朝霧カフカ・春河35『文豪ストレイドッグス』

 DMM Games『文豪とアルケミスト』

 千船翔子『文豪失格』

 清家雪子『月に吠えらんねえ』



文豪関連のグッズやコラボ

文豪キャラのイラストを表紙にした特装版

新潮文庫 ＋ 『文豪とアルケミスト』

角川文庫 ＋ 『文豪ストレイドッグス』

各地の文学館とのコラボ

与謝野晶子（文スト） ＋ さかい利晶の杜

太宰治（文スト） ＋ 神奈川近代文学館

武者小路実篤 ＋ 調布市武者小路実篤記念館

など



文豪関連のアンソロジー・ガイド本

『「文豪とアルケミスト」文学全集』

『文豪とアルケミストぴあ ゆかりの地めぐり』

『文豪聖地さんぽ』

『文豪ストレイドッグス 公式国語便覧』

『文豪男子コレクション』

『文豪図鑑』

石井千湖『文豪たちの友情』 ……



好きになった作家の

全集の読破や購入に

チャレンジする人も

文豪の全集に手を出す



・ここでいう「文豪」とは？

旧来の The Great Authors （権威的な

名作を書いた作家たち）とは少し異なる

ただ作家本人だけを指す固有名詞でもない

・なぜ「全集」を読むのか

ファンの愉しみ方に最も合うのが「全集」

「文豪」の「全集」を読むとは



・固有名詞を軸に集まる多種多様なテクストと

その解釈と生産を続ける人々の共同体

「文豪」というテクスト共同体



・20世紀の批評理論：

伝記的ｱﾌﾟﾛｰﾁ、新批評、作者の死とﾃｸｽﾄの快楽

脱構築、新歴史主義……

↓

「本を読む」という時代を経て続く営みを

まとめ上げるものとしての「テクスト共同体」

20世紀批評理論からﾃｸｽﾄ共同体へ



・知名度は高いので「名前」は聞いたことある

↓

・まずは共同体の入口（わかりやすいもの）から

↓

・共同体の全体を捉えようとあちこち手を伸ばす

↓ （ある種の元ネタ探し）

・参与して再生産を行い、共同体が生き延びる

「文豪」共同体へのアクセスと発展



たとえば

1. 教科書でそれとなく作家名と作品に触れる

2. ゲームでキャラに出会って親しむ

3. 文庫本や青空文庫などで試しに読んでみる

4. 各地の文学館に出かけてみる

5. 全集を手に入れて読破するなど深く知る

6. 「文豪」に関係する新たな貢献をする

「文豪」共同体へのアクセスと発展



・作品だけでなく随筆・日記・手紙・月報がある

・作家たちの関係性や共同体の全容が見やすい

・細かいエピソードから解釈と再生産が捗る

※ただし全集の入手困難度もハードル

→ 図書館や青空文庫も積極的活用

（青空文庫でも全集収録された随筆などの

入力校正が増加）

「全集」の重要性



図書館や文学館との連携・共存共栄



今「文豪」の「全集」がアツい

※アニメやゲームの海外展開で

盛り上がりは国外にも波及中

結論


